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論文内 容の要 旨
〔目的〕
Coxsackie B5 感染症の流行は 1956 年の米国における流行にはじまり，その後2， 3の報告がある。
しかしながら CB5 感染症の臨床並びに病理についてはいまだ充分には明らかにされていなし~本邦
においては 1960 年にはじめて CB5 による築液性髄膜炎の流行が西日本一帯に発生したD そこで私
は大阪地方及び徳島地方の流行について臨床的，疫学的，ワィノレス学的，血清学的及び実験病理学的
研究を行なったD
〔方法並びに成績〕
1) 昭和35年に阪大小児科及び徳島市民病院小児科並びに内科を受診した衆液性髄膜炎患者はそれぞ
れ47名， 46名で 6 月から 9 月にかけて多発した口そのうち組織培養法により糞便，髄液，咽頭塗擦液
のいずれかからじB5 を分離し得たものは大阪 27 名，徳島 35 名であった。
2) 臨床症状では発熱(100 %)，頭痛 (83%) が高率にみとめられたが髄膜刺戟症状は少なく，頂部
強直，ケノレニッヒ徴候双方共陽性のものは 4 例にすぎなかった。その他， ß匪吐，腹痛，下痢，食欲不
振，鼻漏，咳噺倦怠， 筋痛等を認めた。最高体温は 37.50C --40. OoC で，発熱持続日数は 1--12 日
で平均 5 日であった。髄液の細胞数は 16--2， 200 で大部分の症例では多核球よりもりンパ球の方が多
かった口予後は麻庫をきたした 1 例を除き良好で 1 カ月以内にほとんどのものが全治した口麻庫をき
ずこした症例は右半身の強直性麻揮で、発語障害を伴っており， 3 カ月で全治した。その他顔面神経麻庫
及びポリオの疑いと診断した 2 例で CB5 を分離したD
3) CB5 の排世期間は糞便からは最高 8 週，髄液からは 9 日であったD クィノレス量は糞便では 102--
105 TCD 50/ gr で髄液では 10 TCD 50/ml またはそれ以下で、あったD
4) CB5 に対する血清中和抗体陽性のものは，大阪 17 例中 17 例，徳島 18 例中16例で，そのうち 4
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倍以上の上昇をみとめたもの大阪 14 例，徳島 10 例であった口 3 年後の血清中和抗体価を回復期血清
のそれと比較検索し得たものは大阪 9 例，徳島 9 例で，大阪は約 H，徳島は約托に低下していた。
5) Kolmer の変法により CB5 に対する血清補体結抗体価を検索した。陽性のものは，大阪 13 例中
9 例徳島 9 例中 5 例で，そのうち 4 倍以上の上昇をみとめたものは，大阪 3 例で徳島にはなかったD
6) 年令別分布は 4 才未満，特に 1 才未満に多かった。性別では，大阪では男子が女子の約 4 倍で，
徳島では男子がやや多かった。家族内感染は大阪 l 組，徳島 2組で，その他別個の世帯で接触後発病
したものが大阪 2 組，徳島 1 組あり，潜伏期を 3 日 --15日と推定できたo 32名の健康乳幼児について
流行前後の血清中和抗体価を調べた結果， 50 労に上昇をみとめた。
7) 患者の髄液及び糞便から分離した CB5 培養液を 2 群 (7 匹， 5 匹)の晴乳マワスに 0.5ml ず
つ腹腔内に接種した口その全例に産性麻庫， 8 例に窪撃， 4 例に振車買をみとめた。それぞれの群から
発病生存せるマワス 2 匹ず、つを病理組織学的に検した。神経組織は Zenker の液で他は 10% 中性
ブォノレマリンで固定，へマトキ νP ンエオジンで染色し，一部ニッスノレ， PAS染色を併用した口その
結果は全身臓器にグィレミア性組織変化と思われるものを認めた。これらの病変は先人の CB 感染の
噌乳マウスのそれと比較して高度かっ高率で、あった。即ち CB 感染に特徴とされる骨格筋，中枢神経
系，脂肪組織，障にリンパ球を主とする細胞浸潤と変性壊死像を認めた。その他心，肝，肺，腸，牌
において明らかな炎症反応をみとめた口腎における間質のりンパ球を主とする細胞浸潤並びに変性壊
死は高度あった。
8) 患者髄液から分離したクィノレスによる病変は脳皮質に強く，糞便から分離しウィノレスによる病変
は謄，肝，腸の消化器臓器に著明な傾向が得られた。
〔総括〕
昭和 35 年に流行した衆液性髄膜炎患者のうち，大阪において27例， 徳島において 35 例から CB5
を分離した。臨床症状では発熱，頭痛が高率であったが，髄膜刺戟症状は軽かった口麻庫をきたした
1 例は強直性で発語障害を伴っていた。 pleurodynia は 1 例もみとめなかったロウィノレスの排世期間
は最高 8 週であったo 3 年後の中和抗体価は徳島では著明に低下しているのに対し，大阪では横ばい
状態であった。性別分布では男子に多い。健康乳幼児の流行前後の血清中和抗体価からその半数が不
顕性感染をうけたことが分った。
CB5 の腹腔内接種目甫乳マクスは全例に産性麻庫，大部分に産箪，振顛をおこした。その病変は
CB 群に特徴的といわれている骨格筋，中枢神経系，脂肪組織，障の変性，壊死，細胞侵潤のほか，
他の全身臓器にも一定の病変をみとめた。これら病変は先人の成績と比較して高度であり叉高率であ
可胃
つ 1'-0
上のごとく本邦における最初の CB5 による衆液性髄膜炎の流行を経験し，これを臨床的，疫学
的に究明，さらに血清中和抗体価の推移を検索するとともに分離ワィノレスの噌乳マクス接種実験を行
なって未だ先人の報告をみない臓器の病変をはじめてみとめるなど， CB5 感染症に関して幾多の新知
見を得た。
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論文の審査結果の要旨
我が国におけるはじめての CoxsackieB 5 クィノレスによる柴液性髄膜炎の流行を捉え，臨床的，ウ
ィノレス学的に追求し，その臨床像を明らかにするとともに血清中和抗体価の推移，および健康者の血
清による不顕性感染の証明等の新知見を得ている。更に未だ詳細な報告をみない CoxsackieB 5 ワイ
ノレス感染症の病理組織像を噌乳マヴス腹腔内接種により検討し，その特徴を明らかにしている口以上
のごとく本論文は CoxsackieB 5 ウィルス感染症を臨床的，クィノレス学的，実験病理学的に究明した
有意義な研究であると認める。
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